
RECELL 治療部位

治療法
この患者の治療は、前向き観察試験の一環として行われた。受傷から11

日後、熱傷部位の切除を実施（図A）。RECELLシステムでSpray-On Skin 

Cellsを作成し、創部の上から噴霧した。治療部位の被覆にはTelfaTMClear

、その上からXeroformTM及び厚みのあるドレッシング材を使用した。

臨床的アウトカム
RECELLを使用した治療から7日後、創部の完全上皮化が得られた。術後2

週目にも明らかな治癒の継続が確認された（図B）。8週目には通常の皮膚

の色に非常に近い状態であることが明らかとなった（図C）。16週目のフォロ

ーアップ時に色素再生の継続的な改善が見られた（図D)。52週が経過する

までに、治療部位の色は周辺部位と殆ど同じ状態にまで回復した（図E）。

結語  
本症例では、小範囲深達性部分層熱傷 へ

のRECELL使用による創傷治癒が示さ れ

た。自家細胞を含むSpray-On
 

Skin Cells

の単独使用により、通常の皮膚の色とほ

ぼ一致するという結果が得られた。

患者の状態
19.5% TBSAの混合深度熱傷を受傷

した43歳男性。本症例では、Spray-

On Skin™Cellsを使用した左下腿の

深達性部分層熱傷へのRECELL治療に

注目している。
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本紙に掲載している症例は、臨床成績の一部を紹介したものです。全ての症例で同様の効果を保証するものではありません。
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